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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チェロのエンドピンの先端が突き当てられる突当ステージを備えた受け部材と、
この受け部材を支持する支持部材と、を備え、
前記受け部材は、ベアリング手段を介して前記支持部材に回動自在に支持されており、
前記支持部材は、前記受け部材が位置する箇所の下方側に空間が形成されるように周縁部
が下方に突出した、偏平ドーム状の構成となっているとともに、前記空間と前記支持部材
の外面側とを連通する複数の貫通孔が形成されている、
エンドピンホルダー。
【請求項２】
　ベアリング手段は、外輪側が支持部材に位置固定されており、
ベアリング手段の内輪側に受け部材が位置固定されている、
請求項１に記載のエンドピンホルダー。
【請求項３】
　突当ステージが、
ベアリング手段の軸孔の内側に位置するように構成された、
請求項２に記載のエンドピンホルダー。
【請求項４】
　受け部材は、
突当ステージの外周に立ち上がる立上壁を有する、
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請求項１または２に記載のエンドピンホルダー。
【請求項５】
　支持部材の周縁部に取り付けられて支持部材を補強する補強板を備える
請求項１～４のいずれか１項に記載のエンドピンホルダー。
【請求項６】
　床面と接する箇所に、滑り止め部材が設けられている
請求項１～５のいずれか１項に記載のエンドピンホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンドピンホルダーに関する。具体的には、チェロのエンドピンの先端が突
き当てられるエンドピンホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、チェロやコントラバス等のエンドピン付きの弦楽器を演奏する際には、エン
ドピンの先端を直接、床面に突き当てて固定することが行われてきた。しかし、床面の材
質が硬いとエンドピンが滑って弦楽器を固定することができないし、逆に床面の材質が柔
らかいとエンドピンを突き当てた箇所が窪んだり傷付いたりすることがあった。
【０００３】
　そこで、このような場合には、エンドピンが床面に対して位置固定されるように、床面
に置いたエンドピンホルダー（エンドピンストッパーとも称される）にエンドピンの先端
を突き当てて固定していた。このような従来のエンドピンホルダーは、エンドピンの先端
を固定位置にしっかりと保持してその振動を床面に伝播させることを前提とした構造とな
っていた。
　このようなエンドピンホルダーは、例えば、下記特許文献１に記載されている。
【０００４】
　そもそも、チェロをはじめとするバイオリン属の弦楽器が開発された当初のチェロ（バ
ロクチェロと呼ばれる）はエンドピンを備えていなかったため、胴体を脚の間に挟んで演
奏していた。このようにするとチェロの胴体が空中に浮かんだような状態で演奏されるた
め、チェロの自然な共鳴振動が確保されやすかったと言える。
【０００５】
　しかしながら、エンドピンの先端を直接床面に突き当てて固定したり、従来のエンドピ
ンホルダーを用いてエンドピンの先端を固定したりする場合、演奏時の楽器の振動が床に
伝播して床も振動（床鳴り）する結果、楽器本来の音色を汚してしまう場合があった。ま
た、チェロ胴体の下部に固定されたエンドピンの下端が床面またはエンドピンホルダーの
１点で固定されているために、演奏中の楽器胴体の自然な共鳴振動が一部抑制される場合
もあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実用新案登録第３１５３８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、これら従来のエンドピンホルダーの課題を解決するものであり、チェロを演
奏する際に、自然な楽器の響きに近づけることで音響や音質を改善することのできるエン
ドピンホルダーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のエンドピンホルダーは、チェロのエンドピンの先
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端が突き当てられる突当ステージを備えた受け部材と、この受け部材を支持する支持部材
と、を備え、前記受け部材は前記支持部材に回動自在に支持されている構成とした。
【０００９】
　このエンドピンホルダーは、受け部材が支持部材に回動自在に支持されているため、チ
ェロの振動（主に受け部材の回動方向の振動）が床に伝播しにくくなり、演奏時において
音響や音質を改善することができる。
【００１０】
　このとき、受け部材は、ベアリング手段を介することによって、支持部材に回動自在に
支持されている構成とすることができる。
【００１１】
　このエンドピンホルダーは、ベアリングの作用により、突当ステージがスムーズに回動
するため、より一層チェロの振動が床に伝播しにくくなり、演奏時において音響や音質を
大きく改善することができる。
【００１２】
　またこのとき、ベアリング手段は、外輪側が支持部材に位置固定されており、ベアリン
グ手段の内輪側に受け部材が位置固定されている構成とすることもできる。
【００１３】
　またこのとき、突当ステージが、ベアリング手段の軸孔の内側に位置するように構成す
ることもできる。
【００１４】
　またこのとき、受け部材は、突当ステージの外周に立ち上がる立上壁を有する構成とす
ることもできる。
【００１５】
　またこのとき、支持部材は、受け部材が位置する箇所の下方側に空間が形成されるよう
に周縁部が下方に突出した構成とすることもできる。
【００１６】
　このエンドピンホルダーは、受け部材が位置する箇所の下方側に空間が形成されている
ため、チェロの振動が床に伝播しにくくなるとともに、支持部材に弾性が付与されてチェ
ロを柔らかく支持することができる。そして、受け部材が支持部材に回動自在に支持され
ていることと相俟って、演奏時において音響や音質をより一層改善することができる。
【００１７】
　またこのとき、支持部材は、受け部材が位置する箇所の下方側に空間が形成されるよう
に周縁部が下方に突出した、偏平ドーム状の構成となっているとともに、空間と支持部材
の外面側とを連通する複数の貫通孔が形成されている構成とすることもできる。
【００１８】
　またこのとき、支持部材の周縁部に取り付けられて支持部材を補強する補強板を備える
構成とすることもできる。
【００１９】
　またこのとき、床面と接する箇所に、滑り止め部材が設けられている構成とすることも
できる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明により、チェロの演奏時に、楽器の響きが改善され、また奏者においてはチェロ
からの反応性（発音）も改善されることが期待される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】第一実施形態のエンドピンホルダーの断面図である。
【図２】第一実施形態のエンドピンホルダーの平面図である。
【図３】図１のＰ部拡大断面図である。
【図４】受け部材の変形例を示すＰ部相当の拡大断面図である。
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【図５】第二実施形態のエンドピンホルダーの断面図である。
【図６】第三実施形態のエンドピンホルダーの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、エンドピンホルダーを例示説明する。エンドピンホルダーは、受け部材と支持部
材を備えており、受け部材が支持部材に回動自在に支持されているという基本構成を備え
る。
　以下の実施形態はあくまで本発明を例示説明するものであって、本発明は、以下の具体
的な実施形態に限定されるものではない。
　なお、図１、５、６については説明の便宜上、エンドピンホルダーに加えて、エンドピ
ンと床面も表示してあり、また、ベアリング手段の断面部分にハッチングを施していない
。
【００２３】
１．第一実施形態
　最初に、図１～図３を用いて、第一実施形態のエンドピンホルダーを例示説明する。
　本実施形態においては、ベアリング手段４を用いることで、受け部材２が支持部材３に
回動自在に支持されている。また、支持部材３は、周縁部31が下方に突出した構成となっ
ており、これによって受け部材２が位置する箇所の下方側に空間５が形成されている。
【００２４】
　［受け部材］
　受け部材２は、エンドピンＰの先端が突き当てられる突当ステージ21を備えている。そ
して、受け部材２は、ベアリング手段４（後述）などによって、支持部材３（後述）に回
動自在に支持される。
【００２５】
　本実施形態においては、図３に例示するように、受け部材２がベアリング手段４の内輪
42側に位置固定されている。具体的には、ベアリング手段４の軸孔40に嵌合するような形
状の挿入部が受け部材２の下部に形成されており、この挿入部をベアリング手段４の軸孔
40に挿入して固定することで、受け部材２をベアリング手段４の内輪42側に位置固定して
ある。ベアリング手段４の外輪41側は、後述するように、支持部材３に固定される。
【００２６】
　そして、受け部材２には、挿入部の上方に突当ステージ21が形成されている。本実施形
態において、図２に例示するように、突当ステージ21は、平面視が円状であり、略平坦面
である。突当ステージ21は、エンドピンホルダー１を床面Ｆに置いた状態で、床面Ｆと概
ね平行な略平坦面となっている。
【００２７】
　さらに、受け部材２は、突当ステージ21の外周に立上壁22を有している。本実施形態に
おいて、立上壁22は、突当ステージ21の外周に外側斜め上方に向けて立ち上がっている。
【００２８】
　ここで、図４に、受け部材２の変形例を示す。本変形例は、突当ステージ21が、ベアリ
ング手段４の軸孔40の内側に位置するように構成されたものである。具体的には、受け部
材２が、ベアリング手段４の軸孔40に嵌合するような平面形状の挿入部を備えており、こ
の挿入部をベアリング手段４の軸孔40に挿入して固定することで、受け部材２をベアリン
グ手段４の内輪42側に位置固定するように構成してある。図４に示す例では、受け部材２
は、挿入部の下端にフランジ部を備えており、挿入部を軸孔40に下方から挿入してベアリ
ング手段４の内輪42側に位置固定される。
【００２９】
　そして、受け部材２の上面（挿入部の上面）が突当ステージ21となっており、挿入部は
、突当ステージ21がベアリング手段４の軸孔40の内側に位置するような長さ（高さ）とな
っている。ここでも、突当ステージ21は、エンドピンホルダー１を床面Ｆに置いた状態で
、床面Ｆと概ね平行な略平坦面となっている。
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【００３０】
　［支持部材］
　支持部材３は、前述した受け部材２を回動自在に支持する。具体的には、支持部材３は
、ベアリング手段４（後述）などによって、受け部材２を回動自在に支持する。
【００３１】
　本実施形態においては、図３に例示するように、支持部材３の中央部に設けた貫通孔に
保持具35を介してベアリング手段４が嵌め込まれることで、支持部材３にベアリング手段
４の外輪41側が固定されている。図１又は図３に例示するように、ベアリング手段４は、
横になった水平な状態（軸孔40が上下方向に開口した状態）で、支持部材３の中央部に位
置している。
【００３２】
　そして、本実施形態においては、受け部材２がベアリング手段４の軸穴40に位置固定さ
れているため、受け部材２が支持部材３に対してスムーズに回動自在となる。すると、受
け部材２が備える突当ステージ21（床面Ｆと概ね平行な略平坦面である）が水平面内にお
いて回動自在となる結果、チェロの演奏時に、主に水平方向の振動が床に伝播しにくくな
るのである。
【００３３】
　また、本実施形態において、支持部材３は、受け部材２が位置する箇所の下方側に空間
５が形成されるように周縁部31が下方に突出した構成となっている。これにより、床面Ｆ
に設置した際に、受け部材２の部分が床面Ｆから浮いたような位置となる。支持部材３は
、図１に例示するような偏平ドーム状（縦断面が略アーチ状）の構成とすることが好まし
い。
【００３４】
　また、支持部材３の材質は、木、竹、プラスチックなどとすることができる。これらの
材料は弾性が比較的高く支持部材に適度な弾性を付与しやすい。また、これらの材料をカ
ーボン繊維などで補強してもよい。さらに、支持部材３の重量が軽くなるように、支持部
材３には比重の小さい材料を用いることが好ましい。
【００３５】
　支持部材３の大きさは、特に制限されないが、５０～１６０ｍｍが好ましい。また、支
持部材３の厚み（天井部の厚み）は、材質にもよるが、適度な弾性と強度を両立させるた
めに、２～７ｍｍであることが好ましい。
【００３６】
　さらに、支持部材３には、空間５と支持部材３の外面側とを連通する複数の貫通孔30が
形成されている。貫通孔30の形状は、特に制限されないが、円径又は楕円形であることが
好ましい。異なる大きさの貫通孔30を形成してもよい。
【００３７】
　また、貫通孔30の大きさ（最大部径）も、特に制限されないが、２ｍｍ以上であること
が好ましい。貫通孔30の個数も、複数個であれば特に制限されないが、支持部材３の材料
の堅さや厚みに応じて、適度な弾性を付与する観点から適宜の数を形成することができる
。
【００３８】
　さらに、複数個の貫通孔30を、受け部材２を中心とする概ね同一円周上に配置すること
や、図２などに例示するように、受け部材２を中心とする概ね同心円上に配置することも
できる。
【００３９】
　［ベアリング手段］
　本実施形態では、前述したように、支持部材３に受け部材２を回動自在に支持するため
に、ベアリング手段４を用いている。ベアリング手段４としては、例えば、外輪41（アウ
ターレース）と、内輪42（インナーレース）と、外輪41と内輪42の間に配置した複数個の
転動体43と、を備えた、いわゆる転がり軸受を用いることができる。
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【００４０】
　ベアリング手段４として、比較的小さくて軽いものを用いることが好ましい。ベアリン
グ手段４の内径（軸孔40の径）は３～１０ｍｍが好ましく、５～８ｍｍがより好ましい。
【００４１】
　［滑り止め部材］
　滑り止め部材７は、エンドピンホルダー１を滑りにくくするものであり、床面Ｆと接す
る箇所に設けられる。図１の例では、支持部材３の周縁部31に滑り止め部材７が設けられ
ている。
【００４２】
　滑り止め部材７の材質は、滑り止め効果があれば特に制限されないが、天然ゴムや合成
ゴム（例えば、シリコンゴムやウレタンゴム）等のゴム素材とすることが好ましい。
【００４３】
２．第二実施形態
　次に、図５を用いて、第二実施形態のエンドピンホルダーを例示説明する。
【００４４】
　本実施形態のエンドピンホルダーは、第一実施形態のものとは支持部材３の構成が異な
る。また、補強板６を備えている点でも第一実施形態のものとは異なる。
【００４５】
　具体的には、図５に示すように、本実施形態の支持部材３は、第一実施形態のものより
も材厚（天井部の厚み）が薄く、より偏平状である。また、貫通孔30の数も少ない。
【００４６】
　また、本実施形態では、支持部材３を補強する補強板６が取り付けられている。補強板
６は、支持部材３の周縁部31に取り付けられた板状体であり、支持部材３と概ね同じ外形
形状で中央に孔部を有するドーナツ状の補強板６が、支持部材３の周縁部31に内嵌め状態
で取り付けてある。
【００４７】
　さらに、滑り止め部材７が、補強板６の下面と支持部材３の周縁部31を跨ぐように設け
られている。
【００４８】
３．第三実施形態
　最後に、図６を用いて、第三実施形態のエンドピンホルダーを例示説明する。
【００４９】
　本実施形態のエンドピンホルダーは、第一及び第二実施形態のものとは支持部材３の構
成が異なる。具体的には、周縁部が下方に突出した構成となっておらず受け部材２が位置
する箇所の下方側に空間が形成されていない。そして、支持部材３の中央部に開いた取り
付け穴に保持具を介してベアリング手段４が嵌め込まれている。
【００５０】
４．エンドピンホルダーの使用方法
　これらのエンドピンホルダー１は、例えば、床面Ｆに置いた状態で、チェロのエンドピ
ンＰの先端を突当ステージ21に突き当てて演奏することができる。
【００５１】
 　本来、楽器の音色・響き・演奏性というものは極めて微妙でデリケートなものである
が、これらエンドピンホルダー１を用いてチェロを演奏すれば、自然な楽器の響きに近づ
けることで音響や音質を改善することができ、また奏者においてはチェロからの反応性（
発音）も改善されることが期待されるのである。
【００５２】
　以上、特定の実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態に限定さ
れるものではなく、当該技術分野における熟練者等により、本出願の願書に添付された特
許請求の範囲から逸脱することなく、種々の変更及び修正が可能である。
【符号の説明】
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【００５３】
１　エンドピンホルダー

　２　受け部材
　　21　突当ステージ
　　22　立上壁

　３　支持部材
　　30　貫通孔
　　31　周縁部
　　35　保持具

　４　ベアリング手段
　　40　軸孔
　　41　外輪
　　42　内輪
　　43　転動体

　５　空間
　６　補強板
　７　滑り止め部材

Ｐ　エンドピン
Ｆ　床面

【図１】 【図２】
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